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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年5月6日(2011.5.6)

【公開番号】特開2009-271199(P2009-271199A)
【公開日】平成21年11月19日(2009.11.19)
【年通号数】公開・登録公報2009-046
【出願番号】特願2008-119838(P2008-119838)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/30     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ   3/30    　　　Ｊ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ｈ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２４Ｂ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｒ
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月17日(2011.3.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（１）第１の方向にＮ個、第１の方向とは異なる第２の方向にＭ個、合計Ｎ×Ｍ個の、
２次元マトリクス状に配列された発光素子、
　（２）第１の方向に延びるＭ本の走査線、及び、
　（３）第２の方向に延びるＮ本のデータ線、
を備えており、
　各発光素子は、
　（４）書込みトランジスタ、駆動トランジスタ、容量部、及び、第１スイッチ回路部を
備えた駆動回路、並びに、
　（５）駆動トランジスタを介して電流が流される発光部、
から構成されており、
　書込みトランジスタにおいては、
　（Ａ－１）一方のソース／ドレイン領域は、データ線に接続されており、
　（Ａ－２）ゲート電極は、走査線に接続されており、
　駆動トランジスタにおいては、
　（Ｂ－１）一方のソース／ドレイン領域は、書込みトランジスタの他方のソース／ドレ
イン領域に接続されており、第１ノードを構成し、
　容量部においては、
　（Ｃ－１）一端には所定の基準電圧が印加され、
　（Ｃ－２）他端と駆動トランジスタのゲート電極とは接続されており、第２ノードを構
成し、
　第１スイッチ回路部においては、
　（Ｄ－１）一端は、第２ノードに接続されており、
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　（Ｄ－２）他端は、駆動トランジスタの他方のソース／ドレイン領域に接続されている
、
表示装置の駆動方法であって、
　オン状態とされた第１スイッチ回路部により第２ノードと駆動トランジスタの他方のソ
ース／ドレイン領域とを電気的に接続した状態で、第１ノードに所定の値の電圧を所定の
時間印加し、以て、第２ノードの電位を変化させる第２ノード電位補正工程、
を具備する表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　オン状態とされた第１スイッチ回路部により第２ノードと駆動トランジスタの他方のソ
ース／ドレイン領域とを電気的に接続した状態で、走査線からの信号によりオン状態とさ
れた書込みトランジスタを介して、データ線から第１ノードに映像信号を印加し、以て、
映像信号から駆動トランジスタの閾値電圧を減じた電位に向かって第２ノードの電位を変
化させる書込み工程、
を具備しており、
　該書込み工程を行い、次いで、第２ノード電位補正工程を行う請求項１に記載の表示装
置の駆動方法。
【請求項３】
　第２ノードの電位を所定の基準電位に設定する初期化工程を行い、次いで、書込み工程
を行う請求項２に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　第１ノードに所定の駆動電圧を印加し、以て、駆動トランジスタを介して電流を発光部
に流すことにより発光部を駆動する発光工程、
を具備しており、
　第２ノード電位補正工程を行い、次いで、該発光工程を行う請求項１乃至請求項３のい
ずれか１項に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　第２ノード電位補正工程において、第１ノードに所定の値の電圧として駆動電圧を印加
する請求項４に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項６】
　駆動回路は、更に、
　（Ｅ）第２ノードと所定の初期化電圧が印加される給電線との間に接続された第２スイ
ッチ回路、
　（Ｆ）第１ノードと駆動電圧が印加される給電線との間に接続された第３スイッチ回路
部、及び、
　（Ｇ）駆動トランジスタの他方のソース／ドレイン領域と発光部の一端との間に接続さ
れた第４スイッチ回路部、
を備えており、
　（ａ）第１スイッチ回路部、第３スイッチ回路部、及び、第４スイッチ回路部をオフ状
態に維持し、オン状態とされた第２スイッチ回路部を介して所定の初期化電圧が印加され
る給電線から第２ノードに所定の初期化電圧を印加した後、第２スイッチ回路部をオフ状
態とし、以て、第２ノードの電位を所定の基準電位に設定する初期化工程を行い、
　（ｂ）次いで、第２スイッチ回路部、第３スイッチ回路部、及び、第４スイッチ回路部
のオフ状態を維持し、第１スイッチ回路部をオン状態とし、オン状態とされた第１スイッ
チ回路部により第２ノードと駆動トランジスタの他方のソース／ドレイン領域とを電気的
に接続した状態で、走査線からの信号によりオン状態とされた書込みトランジスタを介し
て、データ線から第１ノードに映像信号を印加し、以て、映像信号から駆動トランジスタ
の閾値電圧を減じた電位に向かって第２ノードの電位を変化させる書込み工程を行い、
　（ｃ）その後、走査線からの信号により書込みトランジスタをオフ状態とし、
　（ｄ）次いで、第１スイッチ回路部をオフ状態とし、第２スイッチ回路部のオフ状態を
維持し、オン状態とされた第３スイッチ回路部を介して第１ノードに所定の駆動電圧を印
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加し、オン状態とされた第４スイッチ回路部を介して駆動トランジスタの他方のソース／
ドレイン領域と発光部の一端を電気的に接続し、以て、駆動トランジスタを介して電流を
発光部に流すことにより発光部を駆動する発光工程を行い、
　更に、工程（ｃ）と工程（ｄ）との間に、第１スイッチ回路部のオン状態を維持し、第
３スイッチ回路部をオン状態として、第１ノードに所定の値の電圧として駆動電圧を所定
の時間印加し、以て、第２ノードの電位を変化させる第２ノード電位補正工程を行う請求
項１に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　第ｍ番目（但し、ｍ＝１，２・・・，Ｍ）の走査線をＳＣＬm、該走査線ＳＣＬmよりも
第Ｐ本分先行して走査される走査線をＳＣＬm_pre_P（但し、Ｐは、１≦Ｐ＜Ｍの関係を
満たし、表示装置において所定の値）と表すとき、第ｍ行目の発光素子を構成する駆動回
路において、第２スイッチ回路部を走査線ＳＣＬm_pre_Pからの走査信号により制御する
請求項６に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　Ｐ＝１である請求項７に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　発光部は有機エレクトロルミネッセンス発光部から成る請求項１乃至請求項８のいずれ
か１項に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　（１）第１の方向にＮ個、第１の方向とは異なる第２の方向にＭ個、合計Ｎ×Ｍ個の、
２次元マトリクス状に配列された発光素子、
　（２）第１の方向に延びるＭ本の走査線、及び、
　（３）第２の方向に延びるＮ本のデータ線、
を備えており、
　各発光素子は、
　（４）書込みトランジスタ、駆動トランジスタ、容量部、及び、第１スイッチ回路部を
備えた駆動回路、並びに、
　（５）駆動トランジスタを介して電流が流される発光部、
から構成されており、
　書込みトランジスタにおいては、
　（Ａ－１）一方のソース／ドレイン領域は、データ線に接続されており、
　（Ａ－２）ゲート電極は、走査線に接続されており、
　駆動トランジスタにおいては、
　（Ｂ－１）一方のソース／ドレイン領域は、書込みトランジスタの他方のソース／ドレ
イン領域に接続されており、第１ノードを構成し、
　容量部においては、
　（Ｃ－１）一端には所定の基準電圧が印加され、
　（Ｃ－２）他端と駆動トランジスタのゲート電極とは接続されており、第２ノードを構
成し、
　第１スイッチ回路部においては、
　（Ｄ－１）一端は、第２ノードに接続されており、
　（Ｄ－２）他端は、駆動トランジスタの他方のソース／ドレイン領域に接続されている
、
表示装置であって、
　オン状態とされた第１スイッチ回路部により第２ノードと駆動トランジスタの他方のソ
ース／ドレイン領域とを電気的に接続した状態で、第１ノードに所定の値の電圧を所定の
時間印加し、以て、第２ノードの電位を変化させる表示装置。
【請求項１１】
　発光部は有機エレクトロルミネッセンス発光部から成る請求項１０に記載の表示装置。
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